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■特集　
平成25年度のまちづくりと予算



　平成２５年度の当初予算が決まりました。一般会計の総額は 46 億 6,000 万円で、昨年
度に比べると５億 4,400 万円、13.2％増の積極編成となっています。複数の大型建設事業
に着手することがその理由です。
　今年度は、「第 5 次朝日町総合発展計画（平成 20 年度～ 29 年度）」の後期初年度にあ
たる重要な年。限られた予算の中でも創意と工夫を心がけ、発展計画で掲げた「いつの時
代も自信と誇りを持ち、住みたい、ずっと住み続けたい魅力あるまち」をつくります。

平成 25 年度一般会計当初予算４6 6,000億 万円

予
算

強みを活かした産業力
4 4 4

の推進により、さらなる交流とにぎわいを創出する。
安心できる定住環境を整え、地域を支える人材育成　を図り、自信と誇りにあふれた活力ある町をつくる。

 平成 25 年度における　町政運営の重点テーマ

　　特集　平成 25 年度のまちづくりと予算

町税
5億5,104万円
11.8％

繰入金
2億4,869万円  5.3％

使用料及び手数料
6,593万円　1.4％

その他(分担金･負担金など)
9,444万円　2.0％

地方交付税
22億3,000万円
47.9％

町債
6億7,960万円
14.6％

県支出金
2億9,452万円　6.3％

国庫支出金
3億7,234万円　 8.0％

その他(地方譲与税ほか)
1億2,344万円　2.6％

依存財源
79.4％

自主財源
20.6％

46億6,000万円

民生費
12億3,531万円
26.5％

総務費
5億5,851万円
12.0％

衛生費　
4億6,974万円
10.1％

公債費
4億6,163万円　9.9％

土木費
7億2,655万円
15.6％

消防費
1億8,270万円　3.9％

商工費
2億2,589万円　4.8％

労働費
3,298万円　0.7％

議会費
9,229万円　2.0％

その他（予備費ほか）
2,060万円　0.4％

農林水産業費
1億8,690万円　4.0％

教育費
4億6,690万円　10.0％

46億6,000万円

■町税の内訳

■特別会計・企業会計当初予算

集落排水事業特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

病院事業会計（収益的収支）

病院事業会計（資本的支出）

水道事業会計（収益的収支）

水道事業会計（資本的支出）

2,330万円2,330万円

10億3,680万円10億3,680万円

9億4,370万円9億4,370万円

7,764万円7,764万円

7億8,290万円7億8,290万円

7,200万円7,200万円

1億5,500万円1億5,500万円

1億1,750万円1億1,750万円

0 2億円 4億円 6億円 8億円 10億円

■一般会計当初予算の推移

24年度

41億
1,600万円

60億円

50億円

40億円

30億円

20億円

10億円

0円

■町税当初予算の推移

7億円

6億円

5億円

4億円

3億円

2億円

1億円

0

5億
3,916万円

23年度

5億
6,563万円

18年度

5億
6,955万円

22年度

6億
4,776万円

19年度 20年度

6億
3,598万円

21年度

6億
35万円

町民税（個人）
1億6,880万円
（30.6%）

固定資産税
3億714万円（55.7%）

町民税（法人）
1,805万円（3.3%）

軽自動車税
2,000万円（3.6%）

町たばこ税
3,700万円（6.7%）

入湯税
5万円（0.0%）

合計
5億5,104万円

20年度

40億
6,500万円

25年度

46億
6,000万円

21年度

46億
4,500万円

22年度

41億
2,000万円

18年度

42億
8,100万円

19年度

43億
2,000万円

23年度

42億
400万円

5億
5,104万円

25年度

5億
2,730万円

24年度
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和合地区都市再生整備計画事業
▶「地域交流センター」の実施設計と敷地造成  　１億２，４２６万円

盲特別養護老人福祉施設整備補助
▶「和合荘」の整備支援　２億１，０００万円

和合地域の振興を目的とした「地域交流センター」の建設や周辺の道路整備に
着手します（国の補助金を活用）。場所は旧和合小学校の東側で、今年度は実施
設計と敷地造成を実施。完成は平成 26 年度の予定です。

視覚障害者を含む要介護者を対象にした福祉施設「和合荘」が今年度、社会福
祉法人「朝日敬慎会」によって和合小跡地に整備されます。町は、備品整備費
および運用資金として 6000 万円を補助する（うち 3000 万円は県の補助）ほか、
建設資金として 1億 5000 万円を貸付けます。平成 26 年４月開設予定です。

観光施設整備振興事業
▶「総合交流拠点施設」の実施設計と敷地造成  ７,８１２万円
りんごをはじめとする地域資源（農産物）を活用した「交流・観光」による経済
活性化を進めるため、「総合交流拠点施設」の整備に着手します。今年度は実施
設計と敷地造成等を実施。オープンは平成 27 年度を予定しています。

特別支援学校就学支援事業
 １，１０５万円

特別支援学校（主に山形市）に通学
する児童や生徒の送迎支援を行い、
保護者の負担を軽減します。（タク
シー送迎もしくは燃料代相当額の補
助）

再生可能エネルギー推進事業
８０万円

太陽光発電用パネルの設置者に対し
て補助金を交付するほか、小水力発
電の実施に向け調査を行います。

町営住宅建設事業
  ▶さゆり保育園跡地と大谷住宅団地に計13世帯分　２億５，７１０万円
町には現在、80 戸の町営住宅がありますが、いずれも高い入居率で、入居を希
望してもできない状態が続いています。今年度は、国の補助を活用し、さゆり保
育園跡地に 10 世帯分（集合住宅）、大谷東住宅団地内に３世帯分（戸建て住宅）
の町営住宅を整備します。

　「産業力の推進による交流とにぎわいの創出」を重点テーマの一丁目一番地に挙げた今年度は、地域資源を活用し、
町の外からお客さまを呼び込むため、「総合交流拠点施設」の整備に着手します。また、和合地域交流センターや盲特
別養護老人福祉施設「和合荘」関連、町営住宅整備など、複数の大型建設事業に取り組みます。このほか、時代のニー
ズに対応した新規事業も数多く実施します。なお、総合交流拠点施設、和合地域交流センター、盲特別養護老人福祉
施設「和合荘」に関しては、次号以降で詳しくお伝えする予定です。

地域情報発信力強化事業
 １，３２４万円

町の魅力を発信し、認知度向上とイ
メージアップを図るため、効果的な
広報・宣伝活動を展開します。「情報
交流推進員」を現在の１人から２人
に増員するほか、町のホームページ
を更新します。

地域づくり推進事業
１，４５７万円

特色ある地域づくりのため、相談窓
口を運営。地域づくり活動を応援す
る制度のメニュー化にも取組みます。
また、地域活動を支援する「朝日町協力
隊」を、和合連合区および西部地区み
どりの会（高田・長沼・白倉・大船木・今
平地区で構成）に1人ずつ配置します。

朝日町ワインの製造に欠かせない町
内産の加工用ブドウを確保するため、
老朽化したブドウ棚の改修や樹木の
改植に対し補助金を交付。朝日町ワ
インのブランドを維持します。

「椹平の棚田」を一望できる能中地区
の一本松公園。平成 11年に「日本の
棚田百選」に選ばれて以降、年間を
通じて大勢のお客さまが足を運ぶよ
うになりました。既存の駐車場だけ
では手狭になることもあるため、近
くに駐車場を追加整備します。

ブランド品維持支援事業
（ブドウ棚設置・改植補助）

２００万円

一本松公園駐車場整備事業
２５０万円

主 施要 策新規事業目白押し
将来へ積極投資

　　特集　平成 25 年度のまちづくりと予算

さゆり保育園跡地
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病
棟

　
看
護
師
長　
白
川
由
美
香

　
病
棟
主
任　
若
月　
裕
美

　
病
棟
主
任　
大
竹　
由
理

　
主
任　
　
　
鈴
木　
幸
代

　
主
任　
　
　
鈴
木
美
保
子

　
看
護
師　
　
卯
野
留
美
子

　
看
護
師　
　
布
施　
智
子

　
看
護
師　
　
野
口
小
夜
子

　
看
護
師　
　
渡
辺　
美
香

　
看
護
師　
　
長
岡　
千
恵

　
看
護
師　
　
水
戸
部
友
子

　
看
護
師　
　
小
野　
晶
子

　
看
護
師　
　
箱
﨑　
綾
子

　
看
護
師　
　
武
田　
清
華

　
看
護
師　
　
舟
山　
　
舞

　
看
護
師　
　
大
嶋
あ
ゆ
み

　
看
護
師　
　
髙
橋　
真
澄

　
看
護
師　
　
安
孫
子
祥
子

●
在
宅
医
療
相
談
室

　
在
宅
主
任　
佐
藤
み
ど
り

　

看
護
師　
　

関
根　
　

愛

　

看
護
師　
　

近
衛
こ
ず
え

●
薬
局

　

薬
剤
師　
　

庄
田　

聡
美

●
Ｘ
線
室

　
診
療
放
射
線
技
師　
梅
津　
　
睦

　
診
療
放
射
線
技
師　
佐
藤　
伸
彦

●
療
法
室

　
主
任
作
業
療
法
士　
清
野　
敏
秀

　
理
学
療
法
士　

伊
藤　
　

彩

　
作
業
療
法
士　

阿
部　
　

忍

　
理
学
療
法
士　

工
藤　

直
美

●
検
査
室

　

技
師　
　
　

岡
崎
ま
ゆ
み

　

技
師　
　
　

和
賀
美
耶
子

●
給
食
室

　
管
理
栄
養
士　

山
岸　

智
美

●
事
務
室

　
事
務
長
補
佐　

花
山　
　

護

●
庶
務
係

　
係
長
（
兼
） 

花
山　
　
護

●
医
事
係

　

係
長　
　
　

阿
部　

容
一

　

主
事　
　
　

小
林　
舞
夢

☎
（
６
７
）
３
３
０
６

事
務
局
長

　

清
野　

直
治

●
庶
務
係

　
主
査
兼
係
長 

髙
橋
さ
だ
子

☎
（
６
７
）
３
３
０
６

　
書
記
（
兼
） 

清
野　
直
治

　
書
記
（
兼
） 

髙
橋
さ
だ
子

☎
（
６
７
）
３
３
０
１

会
計
管
理
者

　
阿
部
喜
栄
治

　
室
長
（
兼
） 

阿
部
喜
栄
治

●
出
納
係

　
主
査
兼
係
長　

齋
藤　

文
子

学
校
教
育 

☎
（
６
７
）
３
３
０
２

生
涯
学
習 

☎
（
６
７
）
２
１
１
８

課　
長

　
橋
間　
友
則

主　
幹

　
堀　
　
俊
一

　

課
長
補
佐　

佐
藤　
敏
行

　

主
査　
　
　

佐
藤　
　

修

●
学
校
教
育
係

　

係
長　
　
　

伊
藤　
雅
樹

　

主
事　
　
　

猪
倉　
　

薫

　
英
語
指
導
助
手  

モ
ラ・マ
ー
テ
ィ

●
教
育
研
究
所

　
事
務
局
長(

兼) 

堀 　
　
俊
一

●
生
涯
学
習
係

　

係
長　
　
　

小
野　

康
仁

　

主
任　
　
　

本
間　
真
紀

　

主
任　
　
　

白
田　

征
治

　

主
事　
　
　

鈴
木
沙
那
恵

　

業
務
員　
　

阿
部　
　

歩

●
西
部
公
民
館

☎
（
６
７
）
２
２
０
８

　

館
長　
　
　

鈴
木　
滝
子

　

業
務
員　
　

白
田　

京
子

●
北
部
公
民
館

☎
（
６
８
）
２
１
１
１

　

館
長　
　
　

伊
藤　
真
一

　

業
務
員　
　

熊
谷　

由
香

●
西
五
百
川
小
学
校

☎
（
６
７
）
２
３
６
９

　

用
務
員　
　

滝
川　

芳
巳

　

調
理
師　
　

松
田　

篤
子

　

調
理
師　
　

渡
辺
真
由
美

●
宮
宿
小
学
校

☎
（
６
７
）
２
３
０
６

　

用
務
員　
　

鈴
木　

敏
一

　

調
理
師　
　

佐
竹　

幾
子

　

調
理
師　
　

白
田　

幸
子

●
大
谷
小
学
校

☎
（
６
８
）
２
０
１
１

　

用
務
員　
　

長
岡　

元
広

　

調
理
師　
　

阿
部　

玲
子

　

調
理
師　
　

熊
谷　
尚
子

●
朝
日
中
学
校

☎
（
６
７
）
２
１
２
３

　

用
務
員　
　

渡
辺　
　

忍

■
新
規
採
用
者（
４
月
１
日
付
）

町
立
病
院

渡
邉　
祐
介

（
寒
河
江
市
）

健
康
福
祉
課

井
上　
幸
恵

（
西
船
渡
）

建
設
水
道
課

佐
竹　
友
貴

（
大
江
町
）

農
林
振
興
課

白
田　
　
淳

(

西　
町)

町
立
病
院

小
林　
舞
夢

（
寒
河
江
市
）

健
康
福
祉
課

五
十
嵐　
愛

（
舟　
渡
）

総
務
課

松
尾　
拓
哉

（
本　
町
） 

政
策
推
進
課

佐
々
木
望
美

（
大
谷
二
）

税
務
町
民
課

 

安
達　
大
司

（
山
辺
町
）

建
設
水
道
課

菅
井　
宏
支

（
小　
原
）

建
設
水
道
課

菅
井　
健
太

（
沼　
向
）

町
立
病
院

佐
藤　
伸
彦

（
寒
河
江
市
）

■
県
よ
り
出
向（
４
月
１
日
付
）

政
策
推
進
課

伊
藤　
清
一
郎

（
山
形
市
）

■
県
に
復
帰
（
４
月
１
日
付
）

・
政
策
推
進
課　

佐
藤   

守

■
退
任
者
（
３
月
31
日
付
）

・
副
町
長　
　
　

 

富
樫  

清
志

■
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

・
総
務
課
長　
　

 

熊
谷  

貞
則              

・
教
育
文
化
課
長　
堀　
幸
雄

・
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長   

井
上  

智
恵
美

・
議
会
事
務
局
長  

長
岡 　
茂

・
健
康
福
祉
課
長  

阿
部 

則
雄

・
産
業
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

川
口  

幸
男

・
町
立
病
院
総
看
護
師
長

長
岡  

浩
子

・
総
務
課
長
補
佐  

花
山  

芳
文

・議
会
事
務
局
長
補
佐  

菊
地  

洋
一

・町
立
病
院
Ｘ
線
技
師
長  

菖
蒲  

潤
司

・
健
康
福
祉
課
副
主
査  

加
藤  

静
代

・
健
康
福
祉
課
副
主
査  

菊
地  

千
代

・町
立
病
院
主
任
看
護
師  

鈴
木  

正
子

・町
立
病
院
内
科
医
長  

東
澤  

俊
彦

建
設
水
道
課
（
11
人
）

選
挙
管
理
委
員
会

農
業
委
員
会
（
２
人
）

総
務
課
（
13
人
）

特
別
職

政
策
推
進
課
（
10
人
）

税
務
町
民
課
（
13
人
）

健
康
福
祉
課
（
21
人
）

農
林
振
興
課
（
６
人
）

総
合
産
業
課
（
６
人
）

町
立
病
院
（
47
人
）

議
会
事
務
局
（
２
人
）

教
育
文
化
課
（
25
人
）

監
査
委
員
会
事
務
局

出
納
室
（
２
人
）

　今年度は町の産業の総合力を高めるため、産業振興課を「農林振興課（主に農政部門）」と「総合産業課（商工観光部門
と起業支援部門）」に分割。また各地域の特性を活かした地域づくりを進めるため、政策推進課内に主幹（課長級）を配置
しています。あさひ保育園（社会福祉法人あさひ会、以下「法人」）へ派遣していた職員のうち、保育士４人は各町長部局、
教育委員会に配置。法人への運営移行がスムーズに進んだことから、町・法人の両者が合意した上で行われました。
　新規採用は一般職８人、土木職１人、水道技術士１人、診療放射線技師１人及び医師（派遣）１人の計12人。職員数は前
年４月１日と比較して５人減の155人となります（特別職除く）。　※異動した職員は緑文字で表記しています。

体 制職 員
　　特集　平成 25 年度のまちづくりと予算

機構改革と
大幅な人事異動
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　　町政スポット

■
３
年
連
続
の
豪
雪
対
策
本
部

　
２
月
中
旬
か
ら
降
り
続
い
た
豪

雪
に
よ
り
、
２
月
22
日
に
豪
雪
対

策
本
部
を
設
置
し
た
。
雪
下
ろ
し

に
お
け
る
人
的
被
害
が
２
件
発
生

（
う
ち
１
件
は
死
亡
事
故
）
し
た

こ
と
か
ら
、
対
策
本
部
で
２
回
の

注
意
喚
起
情
報
紙
を
発
行
。
再
発

防
止
に
努
め
た
。

■
長
寿
者
に
賀
詞
を
贈
呈

　
今
年
め
で
た
く
米
寿
を
迎
え
ら

れ
た
90
人
と
、
長
寿
者
（
数
え
年

１
０
０
歳
以
上
）
12
人
に
対
し
、

１
月
９
日
、
賀
詞
や
祝
品
を
贈
呈

し
た
。

■
あ
さ
ひ
保
育
園
の
園
児
数

　
平
成
25
年
度
当
初
の
入
園
予
定

者
は
１
７
１
人
（
０
歳
児
～
５
歳

児
）。
新
入
園
児
は
58
人
。

■
「
歯
ッ
ピ
ー
サ
ロ
ン
」
を
実
施

　
口
腔
機
能
向
上
を
目
的
に
23
年

度
か
ら
実
施
。
歯
科
医
師
・
歯
科

衛
生
師
に
よ
る
講
話
、
実
技
に
つ

い
て
、
４
回
コ
ー
ス
15
人
が
学
ん

だ
。

■
り
ん
ご
の
輸
出
状
況

　
今
年
度
は
昨
年
よ
り
３
ト
ン
多

い
17
ト
ン
で
、
１
月
下
旬
に
は
台

湾
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
を
行
っ
た
。

新
た
に
鮮
度
保
持
の
処
理
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
品
質
面
で
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
た
。
来
年
は
出

荷
量
の
増
加
を
期
待
し
て
い
る
。

■
町
内
で
「
お
し
ん
」
ロ
ケ

　
昭
和
58
年
４
月
か
ら
１
年
間
放

送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
お
し
ん
」
の
映
画
化
が
決
定

し
、
２
月
中
旬
か
ら
山
形
県
内
で

撮
影
が
行
わ
れ
た
。

　
朝
日
町
で
は
２
月
16
日
、
宮
宿

字
清
水
地
内
の
最
上
川
、通
称「
す

ず
」
に
お
い
て
、
メ
イ
ン
シ
ー
ン

の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
、
無
事
終
了
し

た
報
告
を
受
け
て
い
る
。
映
画
は

10
月
公
開
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

朝
日
町
が
全
国
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

■
一
本
松
公
園
（
能
中
）
駐
車
場

用
地
と
し
て
寄
付
を
受
け
る

　

平
成
25
年
度
に
整
備
す
る
一

本
松
公
園
駐
車
場
の
用
地
と
し

て
、
志
藤
武
志
元
朝
日
町
長
の

孫
、
志
藤
文
章
氏
よ
り
６
筆

（
３
９
３
５
㎡
）
の
土
地
の
寄

付
申
し
込
み
が
あ
り
、
あ
り
が

た
く
採
納
し
た
。

■
持
家
住
宅
建
築
奨
励
助
成
金

　
３
月
１
日
現
在
で
96
件
の
申
請

を
受
理
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
交
付
金
事

業
は
40
件
の
申
請
が
あ
り
、
持
家

住
宅
建
築
奨
励
助
成
金
の
事
業
費

ベ
ー
ス
で
４
億
７
２
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
数
件
申
請

予
定
が
あ
り
予
算
額
が
不
足
す
る

こ
と
か
ら
、
今
議
会
に
補
正
予
算

を
計
上
し
た
。

■
奨
学
金
貸
与
事
業
は
町
が
行
う

　
昭
和
60
年
度
よ
り
財
団
法
人
朝

日
町
育
英
会
が
奨
学
金
の
貸
与
事

業
を
行
っ
て
き
た
が
、
法
改
正
に

よ
り
３
月
31
日
付
け
で
法
人
を
解

散
し
た
。
４
月
１
日
以
降
は
町
が

事
業
を
引
き
継
ぐ
。

■
25
年
度
の
小
中
学
校
新
入
生

　
小
学
校
が
47
人
（
町
内
３
学
校

合
計
）
で
、
中
学
校
が
53
人
。

議
会
町議会3月定例会

町
政
報
告

■横看板２基（304,500 円相当）
中学校教育の振興のため
西町　安藤  昭郎　様  より

■金員 100,000 円
ふるさと納税として
千葉県八街市　遠藤  みえ子 様  より

このほか、匿名を希望する９人よりふるさと納税として総額
９万円の寄付を受けています。

寄付採納報告

　産業立地の促進と雇用機会の拡大を図るため、町で
は「産業立地促進条例」を制定し、事業所の設置ある
いは事業規模の拡張、設備能力の拡充といった事業所
の取り組みを、「事業所設置奨励金」と「雇用奨励金」
とをセットで交付し支援しています。
　このたび、㈱ニクニアサヒ工場（長澤一雄工場長／
西原）では、ポンプ事業の拡大や製品開発力を強化し
安定した生産体制を確立するため、機械工場を増築

（989㎡）。町民を新規雇用した実績とあわせて、町は
奨励金 1030 万円を交付しました。

　3 月 28 日、工場を訪れ
た鈴木町長から目録の交付
を受けた長澤工場長。「弊
社の工場がある県内他市
町村にはない制度で大変
ありがたい。町の広報誌

（2008 年６月号）で町内
工場を紹介していただいてから、町内の就職者が増え
ている。これからも町民の雇用先となれるようがんばり
たい」と語っていました。
　平成 24 年度は、同工場のほかにも、設備投資を行っ
た㈱カネヤス山形に 274 万円、㈱アサヒ技研に 348 万
円が交付されています。町内事業所で今後も設備投資
や町民の新規雇用を行う際にはぜひこの奨励金をご活
用ください。

■問合せ先　総合産業課商工観光係　☎ 6 7 - 2 1 1 3

機械工場を増築し、町民を雇用
㈱ニクニアサヒ工場に1030万円

活用ください

あさひ保育園入園式（４月７日）

朝日中学校入学式（４月６日）

産業立地奨励金

　同行宮宿支店（山口 摂支店長 ) では 2 月下旬、「預
金残高の0.03％相当額を町教育委員会に寄付する」
という条件を盛り込んだ「西五百川小体育館落成
記念定期預金」を募集しました。身近な学校の大
きな節目にちなんだこともあるためか、短期間で募

集総額の１億円が集ま
り、３月 18 日、条件に
基づいた３万円が教育委
員会に寄付されました。

前委員の宮本千代子氏（西船渡）、渡邉勇一氏（西原）に代わって、
４月1日付で着任しました。任期は平成 28 年３月 31日までの３年間。

人権擁護委員に
遠藤康男氏（栗木沢）、清野美恵氏（四ノ沢）

きらやか銀行から３万円の寄付金

◀町教育委員会の堀幸雄前
教育文化課課長 ( 右 ) に目
録を渡す山口支店長 ( 左 )

このほど増築された工場

　３月 6 日から 14 日まで 9 日間の
日程で、町議会３月定例会が開催さ
れました。
　議案は平成 25 年度町一般会計及
び各種特別会計当初予算など 37 件。
審議の結果、全議案が可決・承認さ
れました。

広報あさひまち  ４月号 8広報あさひまち  ４月号9



　　町政スポット

副町長 に 川口 幸男 氏 が就任

　浅学非才のわが身を顧みず、副町長と
いう重責を担わせていただくことに、改め
て身の引き締まる思いをしております。
　昭和 56 年に役場に奉職して以来、朝
日自然観や農林分野など、町民の皆様と
接点の多い現場を長年経験させていただ
きました。貴重な体験と共に多くのこと
を学ばせていただきました。皆様からの
ご指導や行政経験を最大限に生かしなが
ら、町長の補佐役としての使命感に徹し、
その職務に専心する決意です。
　地域主権改革の推進や行政に対する

ニーズの多様化・高度化など、行政をと
りまく環境も大きな変革の時期を迎えて
おります。特に今年度は、町づくりの指
針である第 5 次総合発展計画後期のス
タートという非常に重要な年です。
　鈴木町長を補佐し、「地域力・産業力・
定住力」この 3 つの力を向上させ、自信
と誇りにあふれた活気ある朝日町を目指
し、初心を忘れることなく誠心誠意努力
して参りますので、これまで以上に町民
の皆様からご指導ご鞭撻を賜りますよう
お願い申し上げます。

就任のあいさつ

退任のあいさつ

　3 月 31 日付けをもちまして、任期満了
により副町長を退任させていただきまし
た。平成 21 年４月、町長を補佐する大
役をお引き受けしてから 4 年間、鈴木町
長が思い描く施策を可能な限り町政に反
映させることを自分の役割と心得、その
任にあたってきました。
　浅学非才の身であり、期待に添えなかっ
たことが多々あったと思っていますが、
町民のみなさま、また町長、職員の指導、
協力をいただき、任期を全うすることが
できました。心から感謝を申し上げます。

　今年度は町活性化の鍵を握るともいえ
る大型プロジェクトがスタートします。
町の特産品を媒介して多くの方々に町を
訪れてもらい、「交流」による新たな「価値」
と「にぎわい」を生み出します。所期目
的が達成されることを期待しております。
　今後は、一町民として、朝日町発展の
ため微力ではありますが尽力してまいり
たいと思っております。今後とも町民の
みなさまのご指導をお願いしまして退任
のあいさつとさせていただきます。あり
がとうございました。

前副町長　富樫  清志

副町長　川口  幸男

■昭和 33 年生まれ（54 歳）

昭和 56 年４月　町職員奉職
平成 21 年４月　産業振興課長

兼農業委員会
事務局長　　

　　25 年 4 月　副町長就任
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地域の安心を担う　平成25年度町消防団体制
■問合せ先　総務課防災係　☎６７－２１１１

　老朽化に伴い、昨年５月から改築工事が進められ
ていた西五百川小学校の屋内運動場がこのほど完成
し、３月 27 日、落成式が行われました。
　新しい体育館は、鉄筋コンクリート造りの平屋建
てで、延べ床面積は 743㎡。旧体育館（636㎡）と
比較すると、1.16 倍の大きさです。男女更衣室のほ
か、灯油を用いた遠赤外線型の暖房設備もあり、冬
期の学校活動や夜間行われるスポーツ少年団活動に
も配慮しています。
　総事業費は約３億 5600 万円。財源は国の交付
金・国庫負担金が約１億円で、残る金額のうち２億
5100 万円は耐震化を促進するための国の有利な起
債制度を利用します。
　落成式には、71 人の全校児童のほか、町および
学校関係者・施工業者など約 60 人が出席。児童に
よるさくらバンドの演奏などで完成を祝いました。
　西五百川小体育館の改築工事が終了したことで、
町内小中学校はすべて耐震化が完了しました（表）。
町では引き続き公共施設の耐震化工事を進めていき
ます。

西五百川小 屋内運動場が完成
■問合せ先　教育文化課学校教育係　☎６７－３３０２

学校名 校　舎 体育館
宮宿小 必要なし 建て替え（H23）
西五百川小 必要なし 建て替え（H24)
大谷小 必要なし 必要なし
朝日中 補強済み（H22) 必要なし

（表）町内小中学校の耐震化状況

3 月 27 日に開かれた
臨時議会であいさつする

富樫清志前副町長

町内全小中学校の耐震化が完了
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　　町政スポット

旧三中分校校舎が県指定文化財に
■問合せ先　教育文化課生涯学習係　☎６７－２１１８

　町婚活推進連絡会議主催によるカップリングイベント、
「スノーランタンＰＡＲＴＹ」が３月 16 日、朝日自然観で
開催され、町内外から男性 10 人、女性９人が参加しました。
　当日は、雨や強風のためスノーランタン作りは中止とな
りましたが、蜜ロウソク職人・安藤竜二さんの指導のもと、
エコミュージアムカルタを使ったカルタ取りや蜜ろうそく
作りが行われ、参加者たちは、和気あいあいとした様子で
交流を深めました。
　また、ディナー会場では、フリートークやペアトークで
盛り上がり、最後に意中の相手を記載したアプローチカー
ドを提出。結果、３組のカップルが誕生しました。

　町指定文化財「旧三中分校」が、山形県指定有形文化財（建
造物の部）として県教育委員会より指定されました。
　旧三中分校は、明治 15 年（1882）、三中学校として建て
られた非常に古い校舎。平成 8 年（1996）3 月、分校が本
校（西五百川小）に統合されるまで使われ、翌 9 年に町有形
文化財に指定されました。壁は和風の土蔵造りで、内外とも
に漆喰仕上げの白壁建築。和風様式を基にしながらも、３階
部の丸窓などに西洋建築の特徴があり、当時としては稀にみ
る、堂々たる白亜の３階建校舎です。県文化財保護審議会で
は、「明治初期の建築として大変珍しい。歴史的にはもちろん、
地方史、教育史などの分野においても貴重な存在」と高く評
価しています。
　念願であった県指定を受け、町教育委員会では今年度中に

「（仮称）旧三中分校保存整備委員会」を設置。今後の保存や
活用について検討を始めることとしています。
　今年 4 月1日時点における町の文化財は国指定が２件、県
指定が５件、町指定が 24 件。これらの宝について広く知っ
ていただくため、委員会では今後町内の文化財を紹介する

「（仮称）朝日町文化財マップ」を作成し配布する予定です。

３組のカップルが誕生！　スノーランタンPARTY
■問合せ先　婚活推進連絡会議事務局（政策推進課定住・戦略推進係）☎６７－２１１２

県との人事交流職員が交代

　ご縁があり、４月１日から朝日町にお世話になっていま
す。3 月までは教育庁で予算関係を担当していました。
出身は山形市ですが、友人とAsahi自然観でキャンプを
したり、空気神社も訪れことがあります。朝日町に赴任
することを知った時は、真っ先にその思い出が頭に浮か
びました。
　政策推進課では町の計画づくりや、空き家対策、婚
活支援などの業務を担当します。いずれも重要な業務で
すので、身の引き締まる思いです。少しでも多く朝日町
のことを勉強して、町づくりのために頑張っていきたいと
思いますので、よろしくお願いいたします。

　2 年間、多くの経験をさせていただきました。
　特に空き家バンクでは、自分の予想をはるかに上回
る利用希望申込みがあり、この町に住みたいと思って
いる人の多さに驚きました。また、移住された方々が
町を好きになり、そして地域の方々が温かく迎え入れ
る光景を目にするたびに、朝日町は、「住みたい、ずっ
と住み続けたい町」ということを実感しました。
　異動先は県庁の市町村課で、地域コミュニティの支
援を担当しております。朝日町での経験を活かしてい
ける仕事です。今後は、朝日町の一ファンとして町の
魅力を伝えていきます。2年間ありがとうございました。

お世話に
なりました。

よろしく
お願いします。

政策推進課 定住・戦略推進係長

伊藤　清一郎
政策推進課 前定住・戦略推進係長

佐藤　守

なお、町職員では、4 月 1 日付で町に復帰した伊藤雅樹係長（教育文化課学校教育係）に代わり、佐竹秀文主任が同日
付で県に出向。商工労働観光部観光交流課で、県の観光 PR 業務を担当しています。

「
夢
」
と
「
希
望
」

町長歳時記

（85）
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桜
咲
く
春
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ト
の
時
。
夢

と
希
望
を
胸
に
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大
き
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羽
ば
た
い

て
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き
ま
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。

旧三中分校の校舎（上）
と丸窓からの眺め（左）。
近くには説明看板も設置
されている ( 下 )。

ペアトークを楽しむ参加者たち
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　区　名 　　　出生児氏名 　　性別　保護者名　

３月１日～３月31日届出

（※外国人を含む）

すこやかに

区　名　　　　　死亡者氏名　　　世帯主名
やすらかに

人口と世帯数

杉　山　　齋　藤　修
しゅう

　悟
ご
　男　佑輔・里美

立　木　　渡　部　純
じゅん

　也
や

　男　康弘・弘美

●平成２５年　３月３１日現在
　人　口　７，７８６ 人 (－３０)
　　　男　３，８３３ 人 (－　８)
　　　女　３，９５３ 人 (－２２)
　世帯数　２，４８０世帯  (±　０)

(　　)内 前月比
--------　３月中の異動　--------

出　生　　２人　転　入　１９人
死　亡　１３人　転　出　３８人

戸籍のまど

おしあわせに

菅　井　貴　史
（沼　向）

松　田　麻　耶
（天童市）

Births

Marriages

Obituaries

Population

掲載を希望しない場合は

届け出の際にお申し付けください

♥

　リニューアル第一号の表紙
を飾ってくれたのは、中沢地区
に住む堀愛

あい
姫
き

さん（大谷小５
年＝右）、栞

かん
汰
た

くん（３年＝左）、
光
みつ

姫
き

さん（１年＝中央）のきょ
うだい3人。新年度登校初日と
なった４月９日、快晴の青空の
下撮影させていただきました。
　学校までは約 2.5 キロ、約
50 分の道のりで、家を出る
のは毎朝７時 10 分頃とのこ
と。今後２年間、毎日３人そ
ろって登校します。

　表紙の写真

昨
年
秋
、
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ハ
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ツ
大
町
か
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旅
の
コ
コ
ロ
館
」
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た
。
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台
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と
思
い
ま
す
。
何
故

今
頃
に
な
っ
て
設
置
し
た
の
で
し
ょ

う
か
？

　

こ
の
道
や
コ
コ
ロ
館
の
広
場
は
、

子
ど
も
達
の
少
な
い
遊
び
場
の
一
つ

で
す
。自
転
車
や
三
輪
車
な
ど
を
乗
っ

た
り
す
る
道
で
す
。設
置
後
は
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
押
し
な
が
ら
通
行
す
る
親
子

連
れ
や
カ
ー
ト
を
押
し
な
が
ら
歩
行

す
る
ご
老
人
の
邪
魔
に
な
っ
て
い
ま

す
。
撤
去
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

こ
の
車
止
め
ポ
ー
ル
は
、
み

な
み
ハ
イ
ツ
、
蔵
ハ
イ
ツ
大

町
の
入
居
者
か
ら
要
望
が
あ
り
設
置

し
た
も
の
で
す
。

　
コ
コ
ロ
館
と
蔵
ハ
イ
ツ
を
結
ぶ
道

は
歩
行
者
用
で
す
が
、
時
折
車
両
の

通
行
が
あ
り
ま
し
た
。
両
住
宅
の
入

居
者
は
子
育
て
世
代
が
中
心
で
、
幼

い
子
ど
も
が
多
い
こ
と
か
ら
、
安
全

確
保
の
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
近
隣
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、

支
障
を
き
た
す

こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
建
設
水
道
課
】

問

答

車
止
め
、
本
当
に
必
要
で
す
か
？

みなさんからのおたよりでつくるコーナーです。

町に対する意見や要望、質問、提案などお待ちしています。
なお、無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、
回答できない場合もありますので、ご了承ください。

　■あて先／〒 990-1442　朝日町大字宮宿 1115 番地
　　　　　　　　　　　　 朝日町役場 政策推進課 地域情報係
　　　　　　　　　　　　（電話：67-2112　ﾌｧｯｸｽ：67-2117）
　■メール／ inform@town.asahi.yamagata.jp

町民の

声

　建築関係の学科で学ぶ県内の高校
生を対象にした「県内高校建築設計
デザインコンクール」の審査会が 2
月下旬に行われ、安藤克久くん（松原）
をメンバーの一人とする山形電波工
高が模型部門で最優秀賞を獲得しま
した。
　県建築士会が毎年開催しているも

ので、今年で 60 回目。模型部門には建築関係の
学科がある 6 校から 12 点の作品がエントリーさ
れました。安藤くんら山形電波工チーム（５人）
の出品作は、このほど復元されたばかりの東京駅
の赤れんが駅舎（＝下写真）で、スケールは高さ
約 50cm、幅約 120㎝、奥行き約 60cm。本物の
百分の一のサイズです。復元後、まだ日が浅く、
市販の模型見本もないなか、完成度の高い作品に
仕上げた点が評価されました。
　３月で同校を卒業し、現在は山形市内の専門学
校で建築の仕事を学ぶ安藤くん。「入賞できれば
いいな、くらいにしか思っていませんでしたので、
とても驚いています。私たちの高校が最優秀賞を
獲得したのは初めてと聞いています。本当にうれ
しいです」と喜びを語っていました。

建
築
模
型 

で 

県
最
優
秀
賞  

安
藤
克
久
く
ん（
松
原
）

表紙の題字などをリニューアルしました。

　３月号までの「あさひまち」の題字は、導入から
すでに 20 年以上が経過していました。広く定着し
ている一方、マンネリ感もあったことから、このほど
広報委員会の同意を得て、イメージを一新しました。
　題字をアルファベットにした理由は、今後町を支
える若い世代や、町に関心のある町外者の関心を高
め、新たな購読者を掘り起こすため。町のシンボル

であるりんごや町章も取り入れています。
　表紙のほか、町政スポットコーナーもレイアウト
を変更し、記事に担当課と問合せ先の電話番号を表
記。フォント（文字）は、ユニバーサルデザインを
取り入れた、読みやすい字体を導入しています。
　新しくなった「ASAHIMACHI」をよろしくお願い
いたします。

下芦沢　　　岡　﨑　栄　藏　　　信　博
元　町　　　髙　田　髙　吉　　　芳太郎
　宿　　　　佐　藤　　　勇　　　裕　之
助ノ巻　　　柴　田　精　司　　　孝　司
本　町　　　鈴　木　徳　博　　　　聡　
松　程　　　鈴　木　みよ子　　　裕　一
松　原　　　安　藤　春　重　　　　学　
大　町　　　菅　井　時　雄　　　朝　子
大谷五　　　長　岡　ヨ　シ　　　鋭　一
松　程　　　阿　部　このゑ　　　　功　
送　橋　　　渡　邊　ひな子　　　本　人
舟　渡　　　堀　　　恒　夫　　　茂　昭
太郎一　　　長　岡　ひさ子　　　喜久雄

奥の建物があさひ旅のココロ館
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リニューアルした
誌面とともに
新たなスタート

　

誌
面
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

表
紙
が
が
ら
り
と
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、

「
広
報
あ
さ
ひ
ま
ち
」
だ
と
わ
か
ら
な

か
っ
た
人
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
表
紙
は
平
成
２
年
以
来
23
年
ぶ
り
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
す
。そ
れ
だ
け
に「
か
っ

こ
い
い
題
字
に
負
け
な
い
写
真
を
撮
ら

ね
ば
…
」と
ど
こ
か
気
負
っ
て
い
た
自
分
。

締
切
り
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
変
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
ば
か
り
感
じ
て
い
て
、
あ
れ
こ
れ

迷
う
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

表
紙
の
一
枚
が
撮
れ
た
の
は
、
締
切

り
の
２
日
前
で
し
た
。
ま
ぶ
し
い
朝
日
を

背
中
に
浴
び
な
が
ら
、
新
年
度
の
第
一
歩

を
踏
み
出
す
き
ょ
う
だ
い
。新
シ
ー
ズ
ン
、

そ
し
て
本
誌
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
も
っ

て
こ
い
の
一
枚
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て

何
よ
り
、
３
人
の
笑
顔
を
見
て
、
自
分
の

迷
い
が
バ
カ
バ
カ
し
く
思
え
ま
し
た
。
や

は
り
「
考
え
る
よ
り
も
行
動
」
で
す
ね
。

　
担
当
７
年
目
と
な
る
今
年
度
。「
通
算

７
年
目
」
で
は
な
く
、小
学
校
を
卒
業
し
、

中
学
一
年
生
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
ま
た

一
年
間
が
ん
ば
り
ま
す
。　
佐
久
間　
淳

「窓から見える風景」

阿部  雪
ゆき

奈
な

  さん
（朝日中１年）

「色ちがいの魚が
いっぱいいる海」

長岡  真
ま お

生  くん
（西五百川小６年）

「鳥の国へレッツゴー」

佐藤  玲
れ な

奈  さん
（西五百川小６年）

「しぜんの木」

 遠藤　美
み か

翔  さん
（大谷小５年）

激流の中で技を繰り出す選手（前回大会より）

第54回

こども県展
入選作品

ワールドクラスの選手が集結

日本カヌーフリースタイル選手権大会
（2013カヌーフリースタイル世界選手権派遣選手選考会）

社団法人日本カヌー連盟が主催する国内最高峰の大会です。日本を代表
する選手が日本一の座をかけて技を競います。ぜひご観戦ください。

▶日　時　４月 28 日（日）　午前 9 時開会
▶場　所　玉ノ井カヌーランド
▶その他　競技会場は最上川の河畔です。観戦の際は十分お気を付けく
ださい。また、駐車場は混み合うことが予想されます。お車でお越
しの際は周囲の迷惑にならないようお気をつけください。

広
報
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さ
ひ
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